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はじめに 

 

 

東日本大震災の発生や東海地震、東南海・南海地震といった海溝型の巨大地震や、首都

直下地震等の大規模地震の逼迫性が指摘されています。災害から命や暮らしを守るために

住宅や公共インフラの耐震性の向上や治水対策、海岸保全など、被害軽減に大きな効果を

発揮する事業が、早急に進められています。 

道路橋やライフラインとして重要な水管橋などの橋脚の耐震補強も推進されており、弊

社はその橋脚耐震補強に、施工性・経済性および環境・景観にも配慮した圧入鋼板巻立て

工法「ピア-リフレ工法」を開発しました。 

 

工法概要 

 

 

ピア-リフレ工法（Pier - Refresh Method）は、図のように鋼板を巻き立て、圧入し、

水中不分離型無収縮モルタルにより既設橋脚と一体化することによって耐震性能の向上

を図ります。本工法は、弊社の鋼板圧入工法の技術を応用して開発された補強工法です。 

 従来は鋼矢板等の土留、仮締

切で作業空間を確保し、コンク

リートや鋼板で巻立てる方法

が主流でしたが、空頭制限が厳

しい環境では工費が増大する

ことや流水部においては施工

中・施工後の河積阻害などの問

題があります。 

本工法は仮締切などの仮設

工事が不要であり、掘削は鋼板

と既設橋脚とのわずかな隙間

に限定される工費・工期・環境

に優れた工法です。 

また、圧入工法であるため堤

防などの開削ができない施工

条件にも有効な工法です。 

 

圧入装置 

(圧入ジャッキ) 圧入装置 

(加圧リング) 補強鋼板 

既設橋脚 

補強鋼板 
充填材 

※橋脚の規模、必要圧入力により 

圧入装置・反力の取り方等を 

変更する場合もあります。 

ピア-リフレ工法 矩 形 

円 形 

小判形 

じん性補強 

段落し部補強 

せん断補強 
形状 適用 

※フーチングへのアンカー

定着が必要な場合は、 

ピア-リフレ工法（曲げ補強

仕様）が適用できます。 

 

※中間貫通鋼材の配置は 

適用不可。 

適用範囲 

 

 

 

必要な施工 

ヤード 

最小梁下空間：梁下より 1.9m 程度 

確保できない場合は施工基面の掘り下げ、 

簡易仮締切等により対応 

施工ヤード：陸上施工  最小 100m2程度 

水上施工  設備を台船上に設け施工 

土質条件 
礫質土（※１ 補強鋼板と橋脚の隙間以下の礫径）、砂質土、 

シルト、粘性土、有機質土 

※  上記適用範囲外でも別途検討により適用可能となることもあります。 

※１ 最大礫径は、適用可否の判断および補強構造の検討に最重要な項目です。 

（最大礫経の推定目安：ボーリング調査による礫径の２～３倍程度） 

 

【簡易仮締切による施工事例】 



 

 

 本工法は、以下の特長を有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特長 

 

 

● 圧入工法であるため、開削ができない条件でも施工できます。 

ピア‐リフレ工法 従来工法（鋼矢板による締切） 

組立式 

フロート 

鋼矢板 仮桟橋 

ピア‐リフレ工法 従来工法（鋼矢板による締切） 

● 大規模な仮設（仮締切、仮桟橋）が不要なため経済性に優れます。 

● 河積阻害率が小さく、航路や河積への影響を最小限にできます。 

● 掘削および残土処理が極めて少なく環境にやさしい。 

● 桁下空間、作業空間や作業機械等の制約条件が少ない。 

橋脚の位置など条件によっては、切回し道路の設置も不要となります。 

【狭隘な桁下空間での施工事例】 

【狭隘な作業空間での施工事例】 
橋脚表面と壁の間隔 80cm程度 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021.2.1 

施工順序例 

 

反力用鋼板設置 

補強鋼板設置 
（組立・溶接） 

クリアランス洗浄 

完 成 

充 填 工 

補強鋼板圧入 

反力用鋼板設置 圧入装置設置 

※ 必要に応じて施工後、防食塗装を実施。 

※ 現場条件に応じた仮設の設置・撤去は必要。 

補強鋼板圧入 流出防止ホッパー設置 

圧入装置設置 

流出防止ホッパー設置 

必
要
回
数 

繰
り
返
し 

補強鋼板設置（溶接） 補強鋼板設置（組立） 
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